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２０２２年２月期第２四半期

連結決算概要
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２０２２年２月期第２四半期の連結業績
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■中国事業は前期第２四半期連結累計期間に店舗休止損失として６３９百万円を特別損失に計上。

セグメント情報
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■国内事業は緊急事態宣言発出に伴う臨時休業が売上に影響。

■中国事業は８月に各地で発生したクラスターが影響。３月から７月の

売上高累計は前年同期比１１８．４％増、一昨年同期比０．４％増。



トピックス
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トピックス
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連結貸借対照表(２０２１年８月末日現在)

7



連結キャッシュフロー計算書
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店舗数の状況（２０２１年８月末日現在)
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■当第２四半期連結累計期間は新規出店１５店舗、閉店２９店舗。

■２０２１年８月末日現在の店舗数は８４５店舗。（ＦＣ等１０店舗含む)



２０２２年２月期第２四半期

営業概況
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【国内事業】 既存店売上の推移
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■緊急事態宣言による臨時休業により５月、６月に売上が低下。

臨時休業解除後から６月末までの売上はほぼ９０％まで回復。

■８月は第５波による感染拡大が影響したが、足元は回復。

＜既存店売上の一昨年比推移＞

（％）



【国内事業】 臨時休業による逸失売上高と休業日数
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■臨時休業による逸失売上高は、１,６７６百万円。特に５月度は

８５１百万円で全社計画売上に対し１８．０％と大きく影響。

■休業の大半は土日祝日及びＧＷの繁忙日で大きな機会損失。



【国内事業】 プライズ部門が売上を牽引
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■売れ筋景品の集中展開の徹底。当社限定景品はモーリーオン

ラインやカプセルトイとの同時展開によるシナジー効果を発揮。

YouTube登録者６９２万人と
大人気のフィッシャーズ

ＴＶアニメ、映画化となり人気の
東京リベンジャーズ

LINE FRIENDSとＫ-ＰＯＰグループ
ＢＴＳがコラボしたＢＴ２１



【国内事業】 他業種大手企業とのコラボを推進
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■有名なお菓子メーカーや外食チェーンなど大手企業とのコラ

ボによる当社限定の販促企画を積極的に実施。

【例】抽選で 10 名さまに「サーティワン サブ
スク」ギフトコード（レギュラーシングル 31 日

分）が当たるTwitter キャンペーンを開催

【例】1 回 1,500 円のメダル貸出でガラポン
挑戦！1 等賞「吉野家デジタルギフト券」2千
円分。以下賞品多数、参加者にはずれなし。



【国内事業】 オンラインクレーン事業の推進強化
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■上半期売上高 前年同期比１７８％と引き続き好調。

■人気ＶTｕｂｅｒ「ホロライブ」とのコラボは第７弾と継続展開。

■１０月よりオンラインくじを展開し、事業規模の拡大を推進。

©2016 COVER Corp.



■カプセルトイ専門店「TOYS SPOT PALO」は２０２１年８月末

時点で累計７４か所。当社オリジナルのキャッシュレス筐体

「かぷえぼ」を全国に４８８台（面数２,６２０）導入。

■カプセルトイ部門の売上高前年同期比５３０％に大きく貢献。
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【国内事業】 カプセルトイ事業の拡大強化

完全キャッシュレス決済・抗菌施工の
「回さない」で利用できるカプセルトイ
マシン「かぷえぼ」は当社オリジナル。

当社限定のカプセルトイを展開。上記は
５５５円（税込）と通常商品より高単価TOYS SPOT PALO ライカム



■時間内定額でゲームが遊び放題「よくばりパス」の対象店舗

を７月にほぼ全店の４１３店舗に拡大。
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【国内事業】 「遊びのサブスク」の展開拡大

「よくばりパス」は、30 分 500 円、60 分
1000 円（価格は税込）の2タイプ。定額で
様々なゲーム機を遊びまくれる、日本初の
おトクなサービス。店頭で「10分お試し券」
を配布し認知を拡大。



■コンセプト：「お子さまの成長を見守れる場所」「親と一緒にえがお

になれる場所」温かみのあるナチュラルなデザインの遊具と厳選さ

れた知育玩具が特徴。適正面積：５０～６０坪。（白山は２５坪展開）

■対象：０歳から小学２年生までのお子さまとその保護者さま。
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【国内事業】 新しい時間制遊具施設「のびっこ」の導入

芝生の丘

ハンモックツリー



■元体操日本代表選手 田中理恵さんの特別アドバイザー就任に

より、当社のキッズ向け運動関連施設・コンテンツを再強化。

■田中氏は運動教室「キッズアスレチッククラブ ビヨヨンド」、プレイ

グラウンド 「スキッズガーデン」の運動系コンテンツを監修。
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【国内事業】 エデュテイメント機能の再強化

（写真右：田中理恵さん、写真左：当社
代表取締役社長 藤原徳也） 運動教室キッズアスレチッククラブ ビヨヨンド



■夏休みの朝活応援「ラララ体操」を本年も実施。

８月１日から１５日まで毎日動画を配信。８月末現在、視聴回数７万３千回。

■「ラララ体操」楽曲を６４８の幼稚園・保育園に無償提供。

全国の幼稚園・保育園から要望を受け、６月１日から８月末の期間限定提供。

YouTube「ララちゃん TV」の体操振付動画は８月末現在、視聴回数１３万回。
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【国内事業】 エデュテイメントと社会貢献の取組み

現役保育士 YouTuber てぃ先生や７月から当社の特別アドバイザーに
就任された元体操日本代表選手田中理恵さんにも参加頂きました。



■上半期の新規出店は６店舗。うち４店舗はグループ外物件。

草加マルイは丸井グループへの初出店。

■第２四半期はイオンモール新店の川口と白山に出店。
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【国内事業】 新規出店

モーリーファンタジー草加マルイ店
当社初のマルイグループ出店

モーリーファンタジー白山店 新しいコンセプトの
時間制遊具施設を導入（Ｐ.１８参照）



海外の業績
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【中国事業】 既存店売上前年比一昨年比推移
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■６月度より一部地域でクラスターが発生。８月度は各地に拡大し

売上が低下したが営業再開により足元は回復。

（％） ＜中国事業 既存店一昨年比推移＞



【中国事業】 客数増加と収益拡大策の強化
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■ショッピングセンター内でのパレードや有料イベントを実施。

当社売場へのお客さまの誘引と収益拡大を図る。

ＳＣ内広場でモーリーディスコのステージを実施。
自宅で練習してお店で披露という有料スキーム
同時に会場ではＴシャツ等を販売

ＳＣ内パレードを実施、売場に誘導し、店舗
集客を図る。マント等コスチュームも販売。



【中国事業】 エデュテイメント機能の強化
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■会員アプリや店舗内でお子さまの成長を促す機能を付加。

アプリに連動することで成長記録の蓄積や情報共有が可能。

■イベントを全店舗で実施、次の来店につなげる仕組みづくり。

新アプリTOPページ 店内に身長計を設置、アプリと連動してお子さまの成長を記録



【中国事業】 ショッピングセンター空床区画への展開
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■新型コロナウイルスの影響による空床等に一時使用区画

として展開。２０２１年８月末現在で１７２か所。

夏休み期間に合わせ大型ボールプールやSC駐車場にミニ遊園地を出店



【中国事業】 新規出店
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■新規出店は５店舗。第２四半期会計期間は４店舗。

■徹底した現地調査の上、既存ショッピングセンターに出店。

ショッピングセンター内の告知も充実

ショッピングセンター外観

店頭でのイベントの様子

店頭

刷新した玩具コーナー

モーリーファンタジー北京石景山喜隆多店 （８月２１日オープン）



【中国事業】 新規出店
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■フィンランドをモチーフにした大型プレイグラウンド ファンペッカ

のコンテンツを刷新。寧波（にんぽー）阪急店にオープン。

【新コンテンツ】 船型アスレチック と オーロラ・ウォークエントランスのデザインも変更

【人気コンテンツ】 古城型アスレチックとなりきりロールプレイング 【新】トイコーナーの玩具も見直し



【アセアン事業】 オンラインクレーンゲームの海外展開
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■マレーシア、タイにおいて７月２７日より、日本で展開中のモー

リーオンラインを運用したサービス提供を開始。



【アセアン事業】 教育動画配信サービスの開始
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■フィリピンでは楽しくわかりやすい現地語のオリジナル授業コン

テンツ月額見放題のサービス提供を１０月より開始。

■ ビジネスモデルを構築後は各国に展開予定。



【アセアン事業】 その他 新規事業の取組み
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■タイ初のあそび場ポータルサイト「Ｆｕｎ-Ｄ」を５月末にスタート。

８月末時点の施設登録件数２千件、年度末目標３．５千件。



２０２２年２月期連結業績予想の

修正について
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２０２２年２月期連結業績予想の修正
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セグメント別下半期計画
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セグメント別連結業績予想
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本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定

の前提に基づいており、その達成を当社として、約束する趣旨の

ものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により、

大きく異なる可能性があります。
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単体資料
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２０２２年２月期第２四半期の業績（単体）
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会計上の売上高詳細（単体）

39

参考資料



40

既存店前年比の月次推移（単体） 参考資料

（％）



部門別売上動向（単体）
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四半期毎の業績推移（単体）
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貸借対照表（単体）
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